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１．平成30年７月期の業績（平成29年８月１日～平成30年７月31日） 
（１）経営成績                                                           （％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年７月期 1,366 77.5 236 169.3 166 720.7 114 － 
29年７月期 770 △51.3 87 △25.1 20 △61.2 △15 － 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 円   銭 円   銭 ％ ％ ％ 

30年７月期 240.14 － 41.7 4.2 17.3 
29年７月期 △33.39 － △7.1 0.6 11.4 

（参考）持分法投資損益    30年７月期   －百万円  29年７月期   －百万円 

（注１） 当社は、平成29年５月８日付で普通株式１株につき1,000株の株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該
株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しております。 

（注２） 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 
 

（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭 

30年７月期 4,417 330 7.5 695.97 
29年７月期 3,479 216 6.2 455.83 

（参考）自己資本       30年７月期   330百万円  29年７月期   216百万円 

 
（３）キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ･フロー 

投資活動による 
キャッシュ･フロー 

財務活動による 
キャッシュ･フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

30年７月期 1,179 △1,897 729 302 
29年７月期 △65 △348 509 292 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

（合計） 
配当性向 

純資産 
配当率 中間期末 期 末 年間 

 円   銭 円   銭 円   銭 百万円 ％ ％ 
29年７月期 0.00 0.00 0.00 － － － 
30年７月期 0.00 0.00 0.00 － － － 

31年７月期(予想) 0.00 0.00 0.00   －  
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３．平成31年７月期の業績予想（平成30年８月１日～平成31年７月31日） 
（％表示は対前期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 805 △41.1 104 △55.9 24 △85.5 15 △86.3 32.99 

 

※ 注記事項 
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有・無 
② ①以外の会計方針の変更 ：有・無 
③ 会計上の見積りの変更 ：有・無 
④ 修正再表示 ：有・無 

 
 
（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 30年７月期 475,000株 29年７月期 475,000株 

② 期末自己株式数 30年７月期 －株 29年７月期 －株 

③ 期中平均株式数 30年７月期 475,000株 29年７月期 475,000株 

（注）当社は、平成29年５月８日付で普通株式１株につき1,000株の割合で株式分割を行っております。このため、株式数は当該株式

分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算定しております。 

 

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であ
ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当事業年度（平成29年８月１日から平成30年７月31日）におけるわが国経済は、企業収益が持続的に改善し、雇

用、所得、設備投資も緩やかな回復基調にあります。一方で、国内外の政治・経済動向の不確実性や地政学的リス

クの拡大、金融資本市場の変動による影響など懸念材料も多く、依然として先行き不透明な状況が継続すると考え

られます。 

当社の属する不動産業界においては、都心オフィスビル市場の空室率が長期に亘る改善基調を続けており、平均

賃料も緩やかな上昇を継続しております。不動産投資市場では、取得競争の激しさから期待利回りの低下が進み、

一部の投資家で慎重な取得姿勢がみられるものの、都心の不動産に対する投資家の投資意欲は依然として高水準で

推移しております。 

このような市場環境の中で、当社は引き続き高品質のサービス・商品の提供に努めるとともに、積極的な販売促

進活動を行いました。当事業年度の売上高は1,366,991千円（前年同期比77.5％増）、営業利益は236,638千円（同

169.3％増）、経常利益は166,390千円（同720.7％増）、当期純利益は114,067千円（前年同期は当期純損失15,857

千円）となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

（流動資産） 

当事業年度末における流動資産の残高は698,770千円で、前事業年度末に比べ230,096千円減少しております。

販売用不動産の減少226,392千円、未収消費税等の減少14,492千円が主な変動要因であります。 

（固定資産） 

当事業年度末における固定資産の残高は3,718,344千円で、前事業年度末に比べ1,167,903千円増加しておりま

す。建設仮勘定の増加1,011,887千円、土地の増加136,981千円、車両運搬具（純額）の増加30,754千円が主な変

動要因であります。 

（流動負債） 

当事業年度末における流動負債の残高は1,429,579千円で、前事業年度末に比べ308,375千円増加しております。

短期借入金の増加488,588千円、１年内返済予定の長期借入金の減少259,983千円が主な変動要因であります。 

（固定負債） 

当事業年度末における固定負債の残高は2,656,949千円で、前事業年度末に比べ515,364千円増加しております。

長期借入金の増加500,576千円が主な変動要因であります。 

（純資産） 

当事業年度末における純資産の残高は330,585千円で、前事業年度末に比べ114,067千円増加しております。当事

業年度の当期純利益による増加114,067千円がその変動要因であります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は 302,682千円（前年同期比 10,562

千円増加）となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は1,179,243千円（前年同期は65,876千円の使用）となりました。主な増加要因は

有形固定資産から販売用不動産への振替額693,159千円、販売用不動産の減少額218,995千円、税引前当期純利益

190,501千円等であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は1,897,862千円（前年同期は348,032千円の使用）となりました。主な減少要因

は有形固定資産の取得による支出1,899,871千円等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果獲得した資金は729,181千円（前年同期は509,031千円の獲得）となりました。主な増加要因は

長期借入れによる収入1,099,366千円、短期借入金の純増加額488,588千円、主な減少要因は長期借入金の返済に

よる支出768,772千円等であります。 
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（４）今後の見通し 

「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」に上述した通り、不動産賃貸事業を取り巻く環境は、都

心部を中心として空室率は改善傾向にあり、賃貸水準も堅調に推移しており、不動産投資市場では、都心の不動産

に対する投資家の投資意欲は依然として高水準で推移しております。また、少子・高齢化、核家族化の進行等によ

り単身世帯が増加し、日本の総世帯数は平成32年まで増加することが予測される中で、総世帯数の３分の１強を占

める賃貸住宅の居住世帯数も一定の増加が見込まれています。さらに、平成27年１月に実施された相続税法の改正

やアパートローンの低金利継続等により、土地所有者の資産活用ニーズは底堅く推移しております。

こうした環境のもと、当社では、当事業年度から不動産賃貸事業を核としたビジネスモデルに改変し、永続的な

企業価値の増大を遂げることに注力しております。今後も、安定した事業基盤を活かしつつ成長を遂げる企業を目

指し、新しい観点で業務に取り組み企業価値の一層の向上に邁進してまいります。 

平成31年７月期の業績につきましては、売上高805,284千円（当事業年度比41.1％減少）、営業利益104,374

千円（同55.9％減少）、経常利益24,104千円（同85.5％減少）、当期純利益15,672千円（同86.3％減少）をそ

れぞれ見込んでおります。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

当社は、現在、日本国内において事業を展開していることなどから、当面は日本基準に基づいて財務諸表を作成

する方針であります。なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の事業展開や国内外の動

向などを踏まえた上で検討を進めていく方針であります。 
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３．財務諸表及び主な注記 

（１）貸借対照表 

(単位：千円)

        前事業年度 

(平成29年７月31日) 

当事業年度 

(平成30年７月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 301,358 306,923 

    売掛金 2,433 2,683 

  販売用不動産 596,407 370,014 

  前払費用 5,565 15,004 

    未収消費税等 14,492 － 

    未収還付法人税等 7,878 － 

  繰延税金資産 731 4,144 

    流動資産合計 928,866 698,770 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物（純額） 1,169,548 1,167,669 

   構築物（純額） 2,674 － 

   機械及び装置（純額） 3,334 － 

   車両運搬具（純額） 343 31,097 

   工具、器具及び備品（純額） 531 398 

   土地 1,039,468 1,176,449 

   建設仮勘定 251,469 1,263,357 

      有形固定資産合計 2,467,369 3,638,972 

    無形固定資産     

   その他 1,008 － 

   無形固定資産合計 1,008 － 

  投資その他の資産 

      投資有価証券 339 339 

   出資金 9,140 12,660 

   長期前払費用 25,154 30,449 

   繰延税金資産 35,754 4,647 

   長期未収入金 61,586 － 

   その他 11,674 31,275 

   貸倒引当金 △61,586 － 

      投資その他の資産合計 82,062 79,372 

    固定資産合計 2,550,441 3,718,344 

  資産合計 3,479,307 4,417,115 
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(単位：千円)

          前事業年度 

(平成29年７月31日) 

当事業年度 

(平成30年７月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    短期借入金 426,412 915,000 

    １年内返済予定の長期借入金 671,989 412,005 

  未払金 1,229 1,836 

    未払費用 7,231 15,894 

  未払法人税等 － 43,630 

  未払消費税等 － 31,358 

  前受金 13,409 8,932 

  預り金 932 921 

    流動負債合計 1,121,203 1,429,579 

  固定負債     

  長期借入金 2,013,977 2,514,554 

  預り保証金 127,608 133,074 

  その他 － 9,321 

    固定負債合計 2,141,585 2,656,949 

  負債合計 3,262,789 4,086,529 

純資産の部       
  株主資本     

    資本金 50,000 50,000 
    利益剰余金     

      その他利益剰余金     

    繰越利益剰余金 166,518 280,585 

      利益剰余金合計 166,518 280,585 

    株主資本合計 216,518 330,585 

  純資産合計 216,518 330,585 

負債純資産合計 3,479,307 4,417,115  
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（２）損益計算書 

 

(単位：千円)

    
前事業年度 

(自 平成28年８月１日 

 至 平成29年７月31日) 

当事業年度 

(自 平成29年８月１日 

 至 平成30年７月31日) 

売上高 770,024 1,366,991 

売上原価 444,537 857,513 

売上総利益 325,486 509,477 

販売費及び一般管理費 237,600 272,838 

営業利益 87,886 236,638 

営業外収益     

  受取利息 20 88 

 受取配当金 113 123 

 受取賃貸料 － 4,154 

  その他 1,529 3,434 

  営業外収益合計 1,662 7,801 

営業外費用     

  支払利息 69,204 73,423 

  その他 69 4,626 

 営業外費用合計 69,273 78,050 

経常利益 20,275 166,390 

特別利益   

 固定資産売却益 － 11,111 

 貸倒引当金戻入額 － 13,000 

 特別利益合計 － 24,111 

特別損失   

 貸倒引当金繰入額 61,586 － 

  特別損失合計 61,586 － 

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △41,311 190,501 

法人税、住民税及び事業税 9,472 48,740 

法人税等調整額 △34,925 27,693 

法人税等合計 △25,453 76,433 

当期純利益又は当期純損失（△） △15,857 114,067 
        

  

【売上原価明細書】 

区分 
注記

番号 

前事業年度 

（自 平成28年８月 １日 

  至 平成29年７月31日） 

当事業年度 

（自 平成29年８月 １日 

  至 平成30年７月31日） 

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 

Ⅰ不動産事業等売上原価  290,139 65.3 718,712 83.8 

Ⅱ経費  154,398 34.7 138,800 16.2 

合計  444,537 100.0 857,513 100.0 

（注）原価計算の方法は、個別原価計算であります。 



 

 

株式会社翔栄（3483） 

平成30年7月期 決算短信[日本基準]（非連結） 

  7 
 

（３）株主資本等変動計算書 

前事業年度（自 平成28年８月１日  至 平成29年７月31日） 

（単位：千円）                  

 

株主資本 

純資産合計 
資本金 

利益剰余金 

株主資本 

合計 

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計 繰越利益 

剰余金 

当期首残高 50,000 182,376 182,376 232,376 232,376 

当期変動額      

当期純損失  △15,857 △15,857 △15,857 △15,857 

当期変動額合計 － △15,857 △15,857 △15,857 △15,857 

当期末残高 50,000 166,518 166,518 216,518 216,518 

 

当事業年度（自 平成29年８月１日  至 平成30年７月31日） 

（単位：千円）                  

 

株主資本 

純資産合計 
資本金 

利益剰余金 

株主資本 

合計 

その他 

利益剰余金 利益剰余金 

合計 繰越利益 

剰余金 

当期首残高 50,000 166,518 166,518 216,518 216,518 

当期変動額      

当期純利益  114,067 114,067 114,067 114,067 

当期変動額合計 － 114,067 114,067 114,067 114,067 

当期末残高 50,000 280,585 280,585 330,585 330,585 
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

  (単位：千円)

    
前事業年度 

(自 平成28年８月１日 

 至 平成29年７月31日) 

当事業年度 

(自 平成29年８月１日 

 至 平成30年７月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） △41,311 190,501 
  減価償却費 53,444 53,108 
  貸倒引当金の増減額（△は減少） 61,586 △61,586 
  受取利息及び受取配当金 △133 △212 
  支払利息 69,204 73,423 
 販売用不動産の増減額（△は増加） △90,835 218,995 
 有形固定資産から販売用不動産への振替額 － 693,159 
 未収消費税等の増減額（△は増加） △7,448 14,492 
 未払金の増減額（△は減少） △2,980 △591 
 未払費用の増減額（△は減少） 2,611 8,662 
 未払消費税等の増減額（△は減少） － 31,358 
  その他 △7,839 28,258 
  小計 36,298 1,249,570 
  利息及び配当金の受取額 133 210 
  利息の支払額 △69,285 △73,423 
 法人税等の支払額 △33,022 △5,016 
  法人税等の還付額 － 7,903 
  営業活動によるキャッシュ・フロー △65,876 1,179,243 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

  有価証券の取得による支出 － △18,216 
 定期預金の預入による支出 △1,230 △1,000 
 定期預金の払戻による収入 51,080 6,000 
 有形固定資産の取得による支出 △402,084 △1,899,871 
 有形固定資産の売却による収入 － 11,111 
 預り保証金の返還による支出 △4,543 △22,565 
 預り保証金の受入による収入 9,597 28,032 
 その他 △853 △1,351 
 投資活動によるキャッシュ・フロー △348,032 △1,897,862 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 短期借入れによる収入 468,200 925,000 
 短期借入金の返済による支出 △196,556 △436,412 
 長期借入れによる収入 490,000 1,009,366 
 長期借入金の返済による支出 △252,612 △768,772 
 財務活動によるキャッシュ・フロー 509,031 729,181 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 95,122 10,562 

現金及び現金同等物の期首残高 196,997 292,119 

現金及び現金同等物の期末残高 292,119 302,682 
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（５）財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（持分法損益等） 

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。  

 

（セグメント情報等） 

 当社は、不動産賃貸事業、不動産投資開発事業、不動産仲介・コンサルティング事業を主体とする不動産事業を

行っており、単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
 

（１株当たり情報） 

前事業年度 
(自 平成28年８月１日 
  至 平成29年７月31日) 

当事業年度 
(自 平成29年８月１日 
 至 平成30年７月31日) 

１株当たり純資産額 455円83銭 １株当たり純資産額 695円97銭 

１株当たり当期純損失金額（△） △33円39銭 １株当たり当期純利益金額 240円14銭 

（注１） 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。 
（注２） 当社は、平成29年５月８日付で普通株式１株につき1,000株の株式分割を行いましたが、前事業年度の期首に当該株式分割が

行われたと仮定して、１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）を算定しております。 

（注３） １株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下の通りであります。 

  
前事業年度 

(自 平成28年８月１日 
至 平成29年７月31日) 

当事業年度 
(自 平成29年８月１日 
 至 平成30年７月31日) 

１株当たり当期純利益金額又は 

１株当たり当期純損失金額（△） 
  

当期純利益金額又は当期純損失金額(△)(千円) △15,857 114,067 

普通株主に帰属しない金額(千円) － － 

普通株式に係る当期純利益金額又は 

普通株式に係る当期純損失金額(△)(千円) 
△15,857 114,067 

普通株式の期中平均株式数(株) 475,000 475,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要 
該当事項はありません。 該当事項はありません。 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 


